
様々な種類の地層が重なっているのを見分けることができますか？
地層を詳しくみると、この場所で起こった様々なことを教えてくれます。

新規硫黄岳

幸屋降下軽石 籠港テフラ

幸屋火砕流

古期硫黄岳

稲村岳

偏西風

❷ 幸屋降下軽石 ❸ 幸屋火砕流

❹ 硫黄岳と稲村岳の堆積物

❶ 籠港（こもりこう）テフラ

ここの地層では、蒸し
焼きになった木炭が
確認できるよ。

数センチまでの大きさの様々な色の
火山灰やレキが積み重なってできた
地層です。アカホヤ噴火よりも前に
あった火山からの火山灰がこの地に
降り積もり続け、この地層を形成し
ました。

稲村岳が 1000 年ほどで活動を終了すると、
今度は再び硫黄岳が活動を開始。その活動は
現在も続いています。

硫黄岳は 1000 年ほど活動を続けると活動
を休止し、今度は稲村岳が噴火をはじめます。
稲村岳は、特にオレンジや黒色の火山灰と軽
石を噴出しました。硫黄島のいたるところで、
特徴的なオレンジの地層がみられます。

カルデラ噴火がおさまって 2000 年ほど経つ
と、新たな火山灰が降りはじめました。硫黄岳
が活動を始めたのです。

火山灰ばかりが降っていたこの
場所に、7300年前、突然軽石が
降ってきました。大きなものは直
径50センチ以上もあることか
ら、ここは比較的火口に近い場
所だったことが推測できます。

よく見ると、軽石の間に木炭が
埋まっています。周囲の木が取
り込まれ、蒸し焼きにされた証
拠です。この場所が 400℃以上
の温度になったことを物語って
います。この場所は、熱い軽石
が隙間なく降る地獄のような
環境にだったはずです。

軽石がおさまると、今度は火砕
流が襲ってきました。高温の火山
ガスや火山灰、岩石が含まれた
重い煙のような流れは、海水を
沸騰させながらホバークラフトの
ように海面を走って海を渡り、

鹿児島の本土や種子島・屋久
島にも到達しました。これによっ
て南九州の縄文人が滅んだとも
言われています。

このとき吹き上げた「アカホヤ火
山灰」は、偏西風に乗って東北地
方まで届いています。

❶❶

堆積物は
どこから？

今はない火山から
籠港テフラ
長浜溶岩

?

稲村岳由来

アカホヤ噴火由来

新規硫黄岳

幸屋降下軽石

幸屋火砕流
船倉火砕流

古期硫黄岳

硫黄岳由来

稲村岳

火口から 港から
道のり 4.2 km  徒歩 46 分直線距離 1.9 km

現在地は？

ここだよ！
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ここで
見える地層は？

古期硫黄岳
稲村岳

アカホヤ噴火前
から現在まで！
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